
資料１
R2.6.16一般質問資料
葛西勇人作成

今後の政策・事業活動の判断としては、「新しい生活様式」を基準
にして「コロナ感染拡大防止と社会経済活動の両立」が求められる！

１．基本政策とこれからのコロナ対策の概要（コロナとの共存政策）

新型コロナウイルス対策案について

健康・生命を守る 経済活動推進 娯楽・スポーツ推進

・ステイホーム

・県境移動の自粛

・入国制限

◎新しい生活様式

・医療／検査体制
の拡充

・ワクチン開発

・事業経営支援策
（給付・貸付・猶予）

・お金の流通／人の
移動の促進

・観光振興支援

・文化／イベント／
スポーツの促進

・地域活動の支援

・オンライン推進
（飲み会・YouTube等）

・在宅勤務（テレワーク）
／時差出勤の推進

・商業施設の休業要請

・文化／イベントの自粛
・スポーツ大会の自粛

STAGE１
（今まで）

STAGE２
（これから）

コロナとの
共存政策

コロナ感染
拡大防止策

・公共施設の休業
・３密回避の徹底

・子供達の思い出作り

【主な対策と推移】

（感染防止）

（両 立）
・ビジネスマッチング

・３密回避の継続

（市民の生計・雇用維持） （精神・肉体的ストレス解消）

※イベント開催基準は資料２参照

・事業経営支援策の継続

【基本政策】
「市民の健康と命、暮らしと雇用を守り抜く」



資料２
R2.6.16一般質問資料
葛西勇人作成

緊急事態宣言

対象地域 解除地域

名 称 特定警戒 感染拡大注意 感染観察

判断
基準

累積数、経路不明
の割合、増加の
勢いなどに加え、
直近１週間の感染
者数も

新規感染者数など
が「特定警戒」の
半分程度

感染者数が「拡大
注意」の水準に
達しない

対応の
基本

接触の８割削減
新しい生活様式を
徹底、必要に応じ
自粛を要請

「新しい生活
様式」を徹底

外 出 法に基づき外出
自粛を要請

不要不急の他県へ
の移動は避ける

他区分の県への
不要不急の移動は
避ける

仕 事 出勤者数を７割
削減

在宅勤務、時差
出勤などを推進

必要に応じ、在宅
勤務や時差出勤を
進める

イベ
ント

クラスター発生の
恐れがあるものや、
３密の集まりは
法に基づき自粛を
要請

クラスター、３密
となるものは自粛
要請。そのほかは
予防指針を踏まえ
た対応

参加者は１００人
以下、かつ定員の
５０％以下が開催
の目安

①感染状況に基づく都道府県の３区分

新型コロナウイルス対策案について
【参考】政府の専門家会議の提言

外 出 マスク着用。帰宅後せっけんで
丁寧に手洗い、シャワーも実施。

人との
間隔

できるだけ２ｍ。

移 動 あった人と場所を記録・メモ。

生 活 毎朝検温。こまめに手洗い、換気。
会話時は症状なくてもマスク。

買い物 少人数ですいた時間に素早く。
展示品への接触控えめに。

娯楽・
スポーツ

歌や応援は、十分な距離をとる。
ジョギングは少人数で、距離を取って
すれ違いを。

公共交通
機関

会話は控え、混んだ時間を避ける。

食 事 大皿、おしゃべり、多人数会食は
避け、横並びで座る。

働き方 テレワーク、オンライン会議励行。
対面打ち合わせは換気とマスク。

②「新しい生活様式」の具体例

青森県は「感染観察」地域に該当！

イベント開催は「新しい生活様式」に基づき参加者制限などのルール徹底！

（※政府・専門家会議の資料を参照）



新型コロナウイルス対策案について 資料３
R2.6.16一般質問資料
葛西勇人作成２．コロナ感染率・対策予想と平川市主要産業景気予想（葛西個人予想）

年 令和２（２０２０） 令和３(２０２１）

月 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

国内主要イベント お盆 Xmas 正月 卒業 入学 ＧＷ 五輪

コロナ感染率予想

コ
ロ
ナ
対
策
予
想

新しい生活様式

県境移動自粛 ■6/1～北海度、東京、埼玉、千葉、神奈川は移動自粛、6/19～全面移動ＯＫ

入国制限

ワクチン開発 ■コロナ薬「レムデシビル」特例承認（５／７）

平
川
市
主
要
産
業
別
景
気
予
想

一次 農 業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

二次

建 設 △ △ △ × × × × × × × △ △ △ △
製 造 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

三次

社会事業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
卸･小売 × × × × × × × × × × △ △ △ △
観光飲食 × × × × × × × × × × △ 〇 △ △

高い

低い
感染拡大リスクあり

※約73億

※約260億

※約464億

２次産業、小売･観光飲食業の支援及びコロナ⾧期化を想定した対応が必要！
（景気予想）〇･･･良い △･･･普通 ×･･･悪い ※平川市産業別生産額（「平成２８年度青森県市町村民経済計算」参照）

※約72億

※約62億

※約197億

※約62億

※約63億

※約13億



資料４
R2.6.16一般質問資料
葛西勇人作成３．令和２年度平川市独自支援策（追加策）の要請

新型コロナウイルス対策案について

基本政策 対策案（私案）

健康・生命を守る
■宿泊・飲食業者での感染防止のルール作り（■下記「私案」参照）
〇宿泊・飲食業者、町会、その他人が集う場所への非接触体温計無償配布（※貸出可）
〇宿泊・飲食業者への感染防止対策補助（※感染防止シート、フェイスシールド等購入費補助）
〇小中学校への遠隔授業システム導入（※感染拡大による休校措置リスクへの準備）

経済活動推進

〇平川市内事業所クラスター感染予防対策事業の補助率１００％対応
〇２０，０００円商品券の全市民配布
（※平川市内飲食業や小売・サービス業等で利用可能。利用期限：令和３年２月２８日まで）
〇配達対応事業者へのガソリン代支援
（※平川市内飲食業や小売・サービス業等が対象）
〇市民を対象としたタクシー・代行料金の半額支援（※市内タクシー・代行業者を利用）
〇新庁舎、学校改築等市発注の建設事業の施工業者に対して市内飲食店利用を要請
〇公共投資の早期執行の検討

娯楽・
スポーツ推進

■屋内イベント開催のルール作り（■下記「私案」参照）
〇平川市民を対象とした社会教育・文化施設、スポーツ施設などの利用料金の減免
又は無償化（※「新しい生活様式」に従った利用ルール厳守が前提。利用時間制限も設ける。）

〇市内ねぷた団体によるイベント「ねぷた囃子競演」の実施
（※演奏者１０人以内／団体。文化センター利用。インターネット中継も実施。）
〇ねぷた祭り、あどの祭り期間に、毎戸の門や玄関前に灯のともった金魚ねぷた
（あるいは台湾提灯）を飾るイベントの実施
（※町会、市内ねぷた団体で作成し毎戸配布。材料費を市から補助する。自主製作もＯＫ。）
〇小学校６年生、中学校３年生の青森県内学習ツアー（宿泊あり）の実施
（※青森市、八戸市、むつ市などへ訪問し、その地域の文化を学ぶ。修学旅行の代替措置。）

■（私案）①検温実施 ②手指の消毒 ③マスク着用 ④人との間隔（凡そ２ｍ）⑤ドアの開放など定期的な換気
⑥利用時間制限（凡そ２時間） ⑦入場制限（参加者は１００人以下、かつ定員の５０％以下が開催目安）
⑧クラスターの発生、あるいは平川市内から感染者が出た場合は即見直し（休業、全イベント開催中止もあり）

（市民の生計・雇用維持）

（精神・
肉体的ストレス解消）


